
平成 29年 10月 山口県医師会報 第 1886 号

872

　｢如是我聞 ｣ は、多くの漢訳の仏教教典におい

て冒頭の語句である。原則として仏典は、サンス

クリット語（梵語）の原典がある。｢ 如是我聞 ｣

に対応するサンスクリット語原文は ｢エーヴァム ･

マヤー ･ シュルタム ｣（ ）であ

る。逐語訳すると、エーヴァムが ｢このように ｣、

マヤーが ｢私によって ｣、シュルタムが ｢聞かれ

た ｣であり、意訳すると ｢私はこのように聞いた

｣という意味である。

　伝説によれば、仏典の第一結
けつじゅう

集のとき、仏弟子

のアーナンダ（阿難）が釈尊の言葉をそらんじた

形式であり、以後それに倣ったものという。した

がって ｢私 ｣とはもともとアーナンダのことであ

る。原始教典も大乗教典も同様の形式である。後

世に教典を創作した人々は、この言葉に、釈尊の

真意はこうであったはずだという思いを込めた。

　サンスクリット語原文の漢訳は｢如是我聞｣（か

くの如く我聞けり）あるいは ｢我聞如是 ｣（我聞

くことかくの如し）が多い。だいたい 7割くら

いが ｢如是我聞 ｣であり、たとえば『法華経』『観

無量寿経』『阿弥陀経』などの冒頭である。

　仏典の漢訳の歴史からみると、鳩
く

摩
ま

羅
ら

什
じゅう

（クマ

ラジーバ、344 年頃～ 413 年頃）より前の古訳

では｢聞如是｣（聞くことかくの如し）と訳したが、

鳩摩羅什は ｢如是我聞 ｣と改訳し、その後は ｢如

是我聞 ｣が定着した。一般に、多くの訳経僧たち

の漢訳仏典の中で、中国 ･日本に最も影響したの

は鳩摩羅什の訳である。漢訳仏典には普通、鳩摩

羅什訳、玄奘訳など翻訳者の個人名を冠している。

しかし実際の翻訳作業は、個人ではなく、集団の

分業で行われた。

　翻訳の技術からみると ｢ 如是我聞 ｣ はサンス

クリット語の直訳であり、漢文の正しい語順では

｢我聞如是 ｣である。たとえば康
こうそうがい

僧鎧 訳『無量寿

経』の冒頭は ｢我聞如是 ｣である（実際の翻訳は

421 年頃成立）。

　また、漢訳の語句そのものは独り歩きしやすい。

たとえば、ある仏典の解説書によると、｢如 ｣ は

真理をあらわす言葉であり、｢是 ｣ は正しいとい

うことを示すとしている。サンスクリット語原文

と対比すれば、漢訳のみで考えた ｢こじつけ ｣以

外の何物でもない。
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